
 ⼤⻨は�物��を�く�み、⼩⻨よりも⾎

��を�えられます。⼤⻨に�まれる栄�価

�を�えるためのターゲットやコンセプト、

�品の�せ�を��。�に、⼤⻨を⽣かした

活⽤��を�る為、�作を⼀�に何度も⾏い

ました。「�ぜる⼤⻨」のネーミングでパウ

ダータイプとつぶタイプの2種を�品�した�

に、この活⽤レシピが⽣かされました。⼤⻨

の栄�価�が�価され、⼤⻨パウダーは��

��の�材として使われています。

�品開発コンサルティング
 

⽵�内���業株式��

（鹿児��鹿児��）

 �料を�う鹿児��で�⼀の���⼯業者と

して、主にBtoBへ�開していました。�内で⽣

�者が⼤事に�てる⼤⻨を「��価�が�⽬さ

れている�材として��消�者に�けたい」そ

して消�者の声を�員に�元することで「働き

がいにつなげたい」。そうした想いから、これ

まで�り�んでいなかったBtoC�開への挑戦で

す。その想いを形にするため、栄�⾯における

�品開発のお⼿�いをさせていただきました。

⽵�内���業株式��は、1940年の�業から⼤⻨・とうもろこし・

⽶などの��を�⼯し、鹿児��内や⽇�各地に�荷しています。

鹿児���⼤⻨を�⼯した”⼤⻨パウダー”を、���材として消�者

向けに�売したいとの��があり、コンサルティングを⾏いました。
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きっかけは

「消�者、⽣�者、�員に�元したい」
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